
『モバイル松山消防』と『MACネットCSC』の連携・協力 

①情報伝達網の拡大 ⇒ 小・中学生を含め，市民・約12.5万人への情報提供（命を守る情報） 
②市民ニーズへの対応 ⇒ パパ・ママ救命講習などニーズに応じた情報提供 
③自主防災組織等の緊急連絡体制の確立 ⇒ 自主防会長・防災士等への情報提供 

次代を担う子どもを含め市民に対して，時機を的確に捉えた情報提供から 
防火・防災意識の高揚と知識の普及啓発を推進し，安全・安心の確保を図る。 

一般市民， 
教職員，ＰＴＡ会員， 
みまもり隊等 

（登録・約６３，０００人） 
Ｈ２６．２現在 

携帯電話 パソコン 

ＭＡＣネットＣＳＣ 

子育て支援情報（パパママ教室等） 

食育情報（イベント，献立等） 

安心安全情報（不審者情報等） 

松山市青少年育成市民会議 

メール・情報配信 

携帯電話 

パソコン 

大雨・暴風警報や地震情報等を教職員，PTA会員等に配信する
ことで，MACに登録していない小・中学生（約４０，０００人）等にも
命を守る緊急情報が早期に伝達される。 

松山市消防局 

メール・情報配信 
一般市民， 

災害時要援護者， 
消防団員，市職員 

（登録・約２２，０００人） 
Ｈ２６．３現在 

火災情報 

モバイル松山消防 

気象情報 地震情報 防災情報 応急手当講習 自主防の活動 

携帯電話 

パソコン 

３つの 
効果 

連携 
・ 
協力 

『モバイル松山消防』の気象・防災・地震情報に加え，応急手当講習や防
災士研修会等の開催等に関する情報を『MACネットCSC登録者』に配信 

MAC 
管理者 

消防局 

新たな 
取り組み 

MAC配信 

モバイル（２２，０００人） 

ＭＡＣ  （６３，０００人） 

小中学生（４０，０００人） 

     12．5万人 

目的達成 


